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取
扱
い
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
新
保
証
制
度
創

設
の
背
景
や
狙
い
、
金
融
機
関
で
の
利

用
状
況
な
ど
を
紹
介
す
る
。

●

一
極
集
中
が
安
定
的
な 

資
金
調
達
を
阻
害
す
る
こ
と
も

　

平
成
27
年
３
月
14
日
の
北
陸
新
幹
線

開
業
に
よ
り
、
金
沢
駅
は
東
京
駅
と
約

２
時
間
半
で
結
ば
れ
た
。
開
業
前
か
ら

約
１
時
間
20
分
の
短
縮
で
あ
る
。
交
流

人
口
・
消
費
の
拡
大
な
ど
、
北
陸
新
幹

線
金
沢
開
業
は
石
川
県
内
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
政
府
の
経
済
対
策

等
に
よ
り
、
昨
年
は
大
企
業
を
中
心
に

企
業
業
績
改
善
の
流
れ
が
加
速
。
新
幹

線
効
果
も
あ
っ
た
石
川
県
内
で
は
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く

金
融
環
境
も
、
着
実
に
改
善
に
向
か
っ

て
い
る
。

「
経
済
情
勢
の
改
善
な
ど
を
背
景
に
、

体
力
の
あ
る
銀
行
を
中
心
と
し
て
、
保

証
付
き
融
資
か
ら
プ
ロ
パ
ー
融
資
へ
の

シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
パ
ー

融
資
の
推
進
自
体
に
問
題
は
な
い
の
で

す
が
、
私
ど
も
は
、
資
金
調
達
先
の
一

極
集
中
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済

情
勢
の
急
変
時
や
不
測
の
事
故
、
災
害

時
な
ど
に
緊
急
的
な
資
金
需
要
が
発
生

し
た
際
、
中
小
企
業
等
の
資
金
繰
り
に

支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
ま
し
た
」（
石
川
県
信
用
保
証
協

会
総
務
企
画
部
・
猪
谷
浩
之
次
長
兼
企

画
課
長
）

　

金
融
庁
が
「
担
保
・
保
証
に
過
度
に

依
存
し
な
い
融
資
」
の
推
進
を
要
請
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全
国
の
信
用
保

証
協
会
に
お
い
て
、
保
証
承
諾
・
保
証

残
高
と
も
に
減
少
が
続
い
て
い
る
。
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
貸
出
金
利
の

低
下
を
受
け
、
調
達
コ
ス
ト
を
軽
減
す

る
た
め
に
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
選
択
す
る

ケ
ー
ス
は
今
後
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

猪
谷
次
長
が
言
う
よ
う
に
、
プ
ロ
パ

ー
融
資
の
割
合
が
高
ま
る
こ
と
自
体
に

問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
創
業
間
も
な

い
企
業
や
信
用
力
の
乏
し
い
企
業
、
経

営
状
況
は
厳
し
く
と
も
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
企
業
な
ど
、
信
用
保
証
を

必
要
と
す
る
企
業
は
必
ず
存
在
す
る
。

　

ま
た
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
推
進
す
る

金
融
機
関
で
は
、
保
証
付
き
融
資
の
肩

代
わ
り
や
既
存
借
入
れ
の
一
本
化
な
ど

で
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
取
引
の

囲
い
込
み
、
調
達
先
の
一
極
集
中
が
進

む
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
調
達
先
が
一

つ
の
金
融
機
関
に
集
中
す
る
と
、
万
一

そ
の
金
融
機
関
の
融
資
条
件
を
ク
リ
ア

で
き
な
か
っ
た
と
き
、
企
業
は
資
金
繰

り
に
窮
し
て
し
ま
う
。

　

も
ち
ろ
ん
信
用
保
証
協
会
で
は
、
経

済
情
勢
の
急
変
時
な
ど
に
利
用
で
き
る

保
証
制
度
を
各
種
整
備
し
て
い
る
。
し

か
し
、
平
時
か
ら
取
引
の
な
い
企
業
か

ら
の
保
証
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
保
証

審
査
に
相
応
の
手
間
と
時
間
を
要
し
て

し
ま
う
。
緊
急
的
な
資
金
需
要
で
あ
る

の
に
、
保
証
審
査
に
よ
っ
て
融
資
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逸
す
る
お
そ
れ
も
否
定
で

き
な
い
の
だ
。

短
期
継
続
融
資
保
証
を
前
提
に 

緊
急
時
の
保
証
を
約
束

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
、「
い
ざ
と
い

う
と
き
」
に
資
金
を
円
滑
供
給
す
る
仕

組
み
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
、「
短

期
継
続
融
資
保
証
」
と
「
無
担
保
予
約

保
証
」
を
組
み
合
わ
せ
た
新
制
度
で
あ

る
。
異
な
る
二
つ
の
保
証
を
組
み
合
わ

せ
た
制
度
は
全
国
初
の
試
み
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
①
保
証
付
き
融
資
を

３
年
以
上
利
用
し
て
い
る
事
業
者
を
対

象
に
短
期
継
続
融
資
の
保
証
を
行
い
、

②
短
期
継
続
融
資
保
証
の
利
用
者
に
つ

い
て
は
同
保
証
利
用
額
の
２
倍
以
内
で

無
担
保
の
保
証
予
約
を
受
け
る
と
い
う

仕
組
み（
図
表
１
）。
最
大
の
特
徴
は
、

短
期
継
続
融
資
保
証
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
る
「
信
頼
関
係
」
が
、
無
担
保
予
約

保
証
の
前
提
と
な
る
点
だ
ろ
う
。

「
短
期
継
続
融
資
、
つ
ま
り
手
形
貸
付

の
書
替
え
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
金

融
機
関
は
企
業
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
ま
す
。
手
形
の
書
替
え
の
都
度

必
ず
企
業
を
訪
問
し
、
お
客
様
の
入
り

や
機
械
の
稼
働
状
況
な
ど
も
詳
細
に
チ

ェ
ッ
ク
す
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
、
短

期
継
続
融
資
に
よ
っ
て
金
融
機
関
が
し

っ
か
り
と
業
況
を
把
握
し
て
い
る
企
業

に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
引
関
係
を
信
頼

し
、
緊
急
時
の
保
証
を
約
束
す
る
と
い

う
仕
組
み
の
制
度
を
創
設
し
た
の
で

す
」（
猪
谷
次
長
）

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
す
な
わ
ち
緊
急

時
へ
の
備
え
と
し
て
は
、
全
国
統
一
の

制
度
と
し
て
「
予
約
保
証
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
金
融
機
関
お
よ

び
信
用
保
証
協
会
の
審
査
を
受
け
、
将

来
の
保
証
付
き
融
資
の
予
約
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
だ
。
予
約
時
に
手
数

料
等
を
支
払
う
必
要
は
な
い
が
、
予
約

に
基
づ
き
将
来
、
実
際
に
保
証
付
き
融

資
を
受
け
る
場
合
に
は
、
一
般
の
保
証

よ
り
も
１
区
分
高
い
保
証
料
率
が
適
用

さ
れ
る
（
例
え
ば
、
責
任
共
有
の
場

合
、
５
区
分
の
保
証
料
率
は
１
・
１
５

成
28
年
２
月
17
日
、
全
国
地
方

銀
行
協
会
と
の
会
合
で
、
金
融

庁
は
「
経
営
難
の
中
小
企
業
に
も
成
長

融
資
を
」
と
要
請
し
た
。
こ
の
会
合
に

お
い
て
金
融
庁
は
、
運
転
資
金
融
資
の

手
段
と
し
て
「
短
期
継
続
融
資
」
の
活

用
を
提
案
。
手
形
貸
付
の
書
替
え
継
続

を
促
進
す
る
姿
勢
を
表
明
し
た
。

　

金
融
庁
の
こ
う
し
た
要
請
に
先
立
つ

こ
と
約
10
カ
月
、
石
川
県
信
用
保
証
協

会
は
、
平
成
27
年
４
月
に
「
短
期
継
続

融
資
保
証
」
と
「
無
担
保
予
約
保
証
」

を
組
み
合
わ
せ
た
全
国
初
の
保
証
制
度

を
創
設
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

と
金
融
機
関
、
そ
し
て
信
用
保
証
協
会

と
い
う
「
三
者
の
信
頼
関
係
」
を
前
提

条
件
と
し
た
新
た
な
保
証
ス
キ
ー
ム
の

平▶
石
川
県
信
用
保
証
協
会
総
務
企
画
部
・

猪
谷
浩
之
次
長
兼
企
画
課
長

特集関連レポート

短
期
継
続
融
資
保
証
に
予
約
保
証
を
組
み
合
わ
せ
た
新
制
度
を
創
設

継
続
的
な
取
引
関
係
を
前
提
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の
保
証
を
提
供

石
川
県
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
新
保
証
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
活
用
法

図表１　制度概要（いずれも責任共有制度の対象）

短
期
継
続
融
資
保
証

保証対象者 保証付き融資利用３年以上
（完済後２年以内の者も含む）

取扱金融機関

上記保証対象者との取引が３年以
上あり、かつ石川県信用保証協会
と覚書を締結している金融機関
（一企業一金融機関）

保証限度額 100万円以上1000万円以下
（一般無担保保険の範囲内）

保証期間 １年間
（条件変更手続きで３年以内）

資金使途 運転資金（疑似資本性資金）

無
担
保
予
約
保
証

保証対象者 短期継続融資保証利用者

取扱金融機関 短期継続融資保証取扱金融機関

保証限度額 短期継続融資保証利用額×２倍以
内（一般無担保保険の範囲内）

保証期間 ７年以内（一括の場合は１年以内）

資金使途 運転資金、設備資金
（不動産取得資金を除く）


